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学
生
た
ち
に
防
災
救
援
の

知
識
や
情
報
提
供
を
行
い
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
に

な
り
得
る
人
材
を
養
成
を
す

る
２
０
１
１
年
度
専
修
大
学

（
前
期
）
災
害
救
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
総

務
省
消
防
庁
後
援
／
千
代
田

区
支
援
事
業
）
が
５
月
２１

日
、
２８
日
、
６
月
４
日
の
３

日
間
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
わ
れ
た
。

募
集
２
日
で
定
員
突
破

今
回
は
３
・
１１
東
日
本
大

震
災
後
の
開
講
と
い
う
こ
と

で
、
募
集
２
日
で
定
員
の
４０

人
に
な
っ
た
。
学
生
た
ち
の

関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ

た
。同

講
座
は
、
昨
年
度
か
ら

始
ま
り
、
前
・
後
期
各
１
回

実
施
さ
れ
て
い
る
。
修
了
者

に
は
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
推
進
委
員
会
か
ら
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー
認
定
証

が
、
東
京
消
防
庁
か
ら
上
級

救
命
技
能
認
定
証
が
交
付
さ

れ
る
。

修
了
生
の
中
に
は
、
東
日

本
大
震
災
時
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
帰
宅
困
難
者
の
受

け
入
れ
に
協
力
し
た
学
生
も

多
数
い
た
。

ま
た
、
同
講
座
受

講
者
が
中
心
と
な
っ

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
Ｓ
Ｋ
Ｖ
（S

e

n
s
h
u

K
a
n
d
a

V
o

l
u
n
t
e
e
r

）

が

組

織
さ
れ
、
被
災
地
・

宮
城
県
石
巻
市
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
し
た
学
生
も

お
り
、
早
く
も
講
座

が
生
か
さ
れ
て
い

る
。

初
日
は
、
開
講
に
当
た
り

阿
藤
正
道
学
生
部
長
が
「
講

座
を
通
し
、
身
を
守
る
す
べ

や
救
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
基
本
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
日
ご
ろ
の
防
災
意
識
に

つ
い
て
も
考
え
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
災
害
救
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
委
員
会
の

宮
﨑
賢
哉
さ
ん
ら
に
よ
る
講

義
な
ど
を
受
講
し
た
。

２
日
目
は
講
義
の
後
、
墨

田
区
の
本
所
防
災
館
に
移
動

し
、
災
害
模
擬
体
験
と
実
技

が
展
開
さ
れ
た
。
最
終
日
は

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
上
級
救

命
技
能
講
習
が
行
わ
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
地
域
の
方
々
の
力
に
な
ろ
う

と
、専
修
大
学
は
い
ち
早
く
、さ
ま
ざ
ま
な
形
で
支
援
を
展
開
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
生
、
卒
業
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
活
発
だ
。

※
２
・
３
・
７
・
８
面
に
関
連
記
事

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
延
期
と
な
っ
て
い
た
石

巻
専
修
大
学
の
入
学
式
が
５
月
２２
日
、
同
大
学
の
森

口
記
念
館
で
行
わ
れ
た
。
学
部
生
を
代
表
し
て
宣
誓

を
述
べ
る
五
井
俊
好
さ
ん
（
理
工
１
）
∥
１０
面
に
記

事
。

２
０
１
１
年
度
文
部
科
学
省

「
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形

成
支
援
事
業
」
（
※
）
に
、
社
会

知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
／
心
理

科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
が
申
請
し
て

い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
融
合
的
心

理
科
学
の
創
成

心
の
連
続
性
を

探
る
」
（
研
究
代
表
者
・
長
田
洋

和
人
間
科
学
部
教
授
）
が
選
定
さ

れ
た
。
研
究
期
間
は
２
０
１
５
年

度
ま
で
の
５
年
間
の
予
定
。
本
学

か
ら
の
選
定
は
、
２
０
０
９
年
度

選
定
の
社
会
関
係
資
本
研
究
セ
ン

タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
次
い
で
２

件
目
と
な
る
。（
旧
事
業
と
な
る
私

立
大
学
学
術
研
究
高
度
化
推
進
事

業
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
で
は
、５
件
選
定
）

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
他

の
学
問
領
域
と
の
融
合
ば
か
り
が

先
行
し
て
き
た
心
理
学
に
お
い

て
、
ヒ
ト
・
動
物
な
ど
の
研
究
対

象
、
基
礎
・
応
用
と
い
っ
た
研
究

領
域
に
と
ら
わ
れ
な
い
融
合
的
心

理
科
学
の
創
成
と
「
心
の
連
続

性
」
の
解
明
を
目
指
し
て
い
る
。

研
究
成
果
は
、
公
開
講
座
の
実
施

や
刊
行
物
な
ど
に
よ
り
、
広
く
社

会
に
発
信
し
て
い
く
予
定
。

※
私
立
大
学
の
経
営
戦
略
に
基
づ

い
て
行
う
研
究
基
盤
の
形
成
を
支

援
す
る
た
め
、
文
部
科
学
省
が
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
重
点

的
か
つ
総
合
的
に
補
助
を
行
う
。

心
理
教
育
相
談
室
（
室
長

∥
藤
岡
新
治
人
間
科
学
部
教

授
）
は
、
東
日
本
大
震
災
、

福
島
第
一
原
発
の
問
題
で
東

京
都
や
神
奈
川
県
な
ど
に
避

難
中
の
方
々
の
心
の
ケ
ア
支

援
を
、
５
月
６
日
か
ら
始
め

た
。

被
災
の
影
響
に
よ
る
さ
ま

ざ
ま
な
心
の
問
題
や
心
配
ご

と
に
対
し
て
、
臨
床
心
理
士

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
る
。

▽
相
談
日
時
‥
月
～
土
１０
時

か
ら
１８
時
ま
で
（
祝
祭
日
、

大
学
の
休
日
を
除
く
）

▽
場
所
‥
専
修
大
学
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
１１
号
館

▽
申
し
込
み
‥
専
修
大
学
心

理
教
育
相
談
室
☎
０
４
４

（
９
０
０
）
７
８
３
２

―
―

◇

―
―

※
専
修
大
学
心
理
教
育
相

談
室
は
通
常
よ
り
、
地
域
住

民
に
対
し
て
心
の
悩
み
や
心

理
的
問
題
で
の
心
理
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

寄
稿
「
専
修
大
学
の
備
蓄
態
勢
を
考
え
る
」

岩
尾

詠
一
郎
商
学
部
准
教
授
…
…
…
…
…
…
…
❸

学
校
法
人
専
修
大
学
２
０
１
０
年
度
決
算
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❹
❺

留
学
体
験
記
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❻

教
育
研
究
振
興
協
力
資
金
募
金
寄
付
者
芳
名
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❽

早
川
和
仁
会
長
新
任
・
育
友
会
定
期
総
会
／
全
国
支
部
長
会
…
…
…
…
…
…
…
…
❾

入
学
式
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❿

人
文
科
学
研
究
所
（
小

山
利
彦
所
長
）で
は
、５
月

１４
、
１５
の
２
日
間
に
わ
た

っ
て
京
都
調
査
旅
行
を
実

施
し
た
。参
加
者
は
１９
人
。

調
査
初
日
は
京
都
市
埋

蔵
文
化
財
研
究
所
を
訪

れ
、
梶
川
敏
夫
氏
（
同
研

究
所
次
長
）
か
ら
平
安
京

跡
発
掘
調
査
の
成
果
と
課

題
に
つ
い
て
講
義
を
受
け

た
。
平
安
期
の
出
土
品
に

は
陶
器
だ
け
で
な
く
、
物

差
し
な
ど
珍
し
い
品
も
あ

り
、
い
ず
れ
も
実
際
に
手

に
と
る
こ
と
を
許
さ
れ
、

参
加
者
か
ら
は
感
動
の
声

が
上
が
っ
て
い
た
。

ま
た
、
平
安
初
期
の
土

器
に
は
和
歌
が
記
さ
れ
た

も
の
（
京
都
市
文
化
財
指

定
）
が
あ
る
こ
と
が
紹
介

さ
れ
、
仮
名
成
立
期
の
希

少
な
資
料
と

し
て
興
味
深

い
も
の
で
あ

っ
た
。

講
義
終
了

後
は
、
小
山

所
長
（
平
安

文
学
）
、
荒

木
敏
夫
教
授

（
歴
史
学
）

の
案
内
で
平

安
宮
（
大
内

裏
）
跡
を
歩

い
た
。

東
西
約
４
・
５
㌔
、
南

北
約
５
・
２
㌔
と
さ
れ
る

内
裏
跡
を
１
時
間
か
け
て

歩
き
、
そ
の
規
模
の
大
き

さ
を
実
感
し
た
。

２
日
目
は
、
賀
茂
祭
社

頭
の
儀
を
参
観
し
た
。
賀

茂
祭
は
通
称
「
葵
祭
」
と

も
呼
ば
れ
る
祭
祀
で
、
中

断
は
あ
っ
た
も
の
の
、
１

４
０
０
年
以
上
の
長
い
伝

統
を
持
つ
。
一
般
に
は
、

斎
王
代
の
行
列
の
美
し
さ

で
有
名
だ
が
、
今
回
は
下

鴨
神
社
の
御
厚
意
で
社
頭

の
儀
を
参
観
し
た
。

社
頭
の
儀
は
、
天
皇
家

と
平
安
京
の
地
主
神
と
の

密
接
な
関
係
を
示
す
神

事
。
一
般
は
参
観
で
き
な

い
。
勅
使
の
祭
文
と
神
職

の
返
祝
詞
（
神
宣
）
の
や

り
取
り
な
ど
、
平
安
期
の

様
子
を
色
濃
く
残
す
儀
礼

を
映
像
に
収
め
る
こ
と
が

で
き
た
。

短
い
日
程
で
は
あ
っ
た

が
、
参
加
者
に
と
っ
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分

野
を
超
え
て
平
安
京
の
在

り
し
姿
を
学
ぶ
貴
重
な
調

査
体
験
と
な
っ
た
。
（
文

・
写
真
と
も
人
文
科
学
研

究
所
・
斎
藤
達
哉
）

石
巻
専
修
大
学

被災者・被災地を支援

▲ 決断力について語る宮﨑賢哉さん

神田キャンパスで

◀

平
安
朝
の
出
土
品
を
手
に
取
っ
て
調

査
∥
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
で

「葵祭」社頭の儀を参観
平安京の在りし姿を調査

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

専
大
生
ら
４０
人
受
講

心
理
教
育
相
談
室
が
無
料
相
談

石
巻
専
修
大
学
で
入
学
式

人人
文文
科科
学学
研研
究究
所所

文
部
科
学
省「
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
」に
選
定

▲ 華やかに厳かに―平安朝の儀

礼・社頭の儀＝下鴨神社で

社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
／
心
理
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

再再起起へへ

「融合的心理科学の創成
：心の連続性を探る」
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